













































































デルタアジア（BDA）問題に結びつけて先送りにし、それに対して北朝鮮は 2006 年 7月 4日のミサイ
ル発射と 2006 年 10 月 9日の核実験で答えた。
ブッシュ政権は、2006 年 11 月の中間選挙で民主党に敗北すると、対北朝鮮交渉を急いだ。その結果、




北朝鮮が 2009 年 4 月に長距離ロケットの試験発射と 5月 25 日に第 2次核実験を強行したことに
よって、北朝鮮体制は国際社会との深刻な対決構図に置かれることになった。これに対して国際社会は、




年 6月 13 日に北朝鮮外務省は、1874 号に反発して核放棄不可を表明し、プルトニウムの全量武器化、
ウラン濃縮作業への着手を宣言することによって核問題をめぐる状況をより悪化させた。さらに北朝鮮
外務省は、7月 27日の声明を通じて六者協議の終了を主張し、米朝対話の必要性を間接的に示唆しもし
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※訳者注記
　原文の「北韓」は「北朝鮮」、「北核問題」は「北朝鮮核問題」、「韓半島」は「朝鮮半島」と訳した。ただし論文名
などはこの限りでない。また、〔　〕内は訳者による補足である。
（翻訳・金友子、校正・徐勝）
